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[[��]]  銅銅酸酸化化物物高高温温超超伝伝導導機機構構解解明明へへのの標標準準理理論論をを超超ええるる新新ししいい超超伝伝導導理理論論（（小小泉泉）） 

多電子波動関数から創発されるベリー接続を取り入れた、超伝導を含む電気伝導理論を構築

中であるが、このベリー接続より電子に働く力を計算すると、通常のローレンツ力以外の力

が表されることが示された。それら、`運動エネルギーの勾配による力’、`化学ポテンシャ

ルの勾配による力’、`トポロジカに保護されたループ電流を生成する力’である。特に、運

動エネルギーの勾配による力は、ロンドンモーメントを作る回転電流の向心力を正しく与え

 

図 4. (a) 銅酸化物 Bi-2212 の薄膜２層による量子ビット。x方向と y方より外部電流を印加

し、量子ビットの状態を操作する。(b)量子ビット状態 A と B のエネルギーの変化。状態の交

差するシームが存在する。(c) 量子ビット状態 Cと Dのエネルギーの変化。状態の交差するシ

ームが存在する。(d) 量子ビット状態 A, B, C, D の状態が作るシームに集合。シームを利用

しランダウ=ゼーナー遷移により量子状態の制御が可能。 
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